『蒙求和歌』における董永董仲舒父子説について : 董永故事の変遷を中心に by 章, 剣
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『
蒙
求
和
歌
』
に
お
け
る
董
永
董
仲
舒
父
子
説
に
つ
い
て
―
董
永
故
事
の
変
遷
を
中
心
に
―
章
剣
は
じ
め
に
董
永
は
漢
代
の
有
名
な
孝
子
で
あ
る
。
そ
の
故
事
は
古
く
か
ら
広
く
知
ら
れ
、
中
国
国
内
だ
け
で
は
な
く
日
本
に
も
伝
わ
っ
た
。
鎌
倉
初
期
に
成
立
し
た
源
光
行
の
『
蒙
求
和
歌
』
[ １
]恋
部
に
は
董
永
の
故
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
董
永
自
売
董
永
、
イ
ト
ケ
ナ
ク
テ
母
ニ
オ
ク
レ
テ
、
家
マ
ヅ
シ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
田
ヲ
ツ
ク
リ
テ
、
ヨ
ヲ
ワ
タ
リ
テ
、
ヒ
ト
リ
ノ
チ
チ
ヲ
ヤ
シ
ナ
ヒ
ケ
リ
。
チ
チ
ノ
ヒ
ト
リ
家
ニ
ア
ラ
ム
コ
ト
ヲ
、
コ
コ
ロ
グ
ル
シ
ク
思
ヒ
テ
、
少
キ
車
ニ
乗
セ
テ
、
田
ノ
ホ
（
マ
マ
）
ト
リ
ニ
グ
シ
テ
ユ
キ
テ
、
木
ノ
シ
タ
カ
ゲ
ニ
ス
ヱ
テ
、
ミ
ヅ
カ
ラ
田
ヲ
ツ
ク
リ
ケ
リ
。
父
死
ニ
テ
、
後
ヲ
オ
モ
ヒ
ワ
ビ
ツ
ツ
、
ミ
ヲ
ウ
リ
テ
一
万
ノ
ゼ
ニ
ヲ
エ
テ
、
ワ
ザ
ノ
コ
ト
ヲ
ヲ
ヘ
テ
、
カ
ヘ
ル
ミ
チ
ニ
ヒ
ト
リ
ノ
女
ア
ヘ
リ
。
ミ
メ
カ
タ
チ
イ
ヒ
シ
ラ
ズ
、
タ
グ
ヒ
ナ
キ
ホ
ド
ナ
リ
ケ
リ
。
女
、
ス
ス
ミ
テ
イ
ヒ
ヨ
リ
テ
、
董
永
ガ
メ
ニ
ナ
リ
テ
、
一
月
ニ
カ
ト
リ
三
百
疋
ヲ
オ
リ
テ
、
ミ
ヲ
ウ
リ
シ
ア
タ
ヒ
ヲ
ツ
グ
ノ
ハ
セ
テ
、
董
永
ヲ
ウ
ケ
イ
ダ
シ
テ
、
家
ニ
カ
ヘ
リ
ス
ミ
テ
、
ヒ
ト
リ
ノ
子
ヲ
ウ
ミ
テ
ケ
リ
、
仲
舒
ト
云
フ
。
後
ニ
、「
我
ハ
、
天
ノ
織
女
ナ
リ
。
天
帝
、
汝
ガ
孝
養
ノ
コ
コ
ロ
ザ
シ
ヲ
ホ
メ
テ
、
ミ
ヲ
ウ
リ
シ
ア
タ
ヒ
ヲ
ツ
グ
ノ
ハ
セ
ム
タ
メ
ニ
、
ツ
カ
ハ
シ
テ
、
チ
ギ
リ
ム
ス
ブ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
下
界
ニ
ヒ
サ
シ
ク
ス
ム
ベ
キ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
」
ト
イ
ヒ
テ
、
ナ
ク
ナ
ク
ワ
カ
レ
サ
リ
ニ
ケ
リ
。
ハ
ハ
キ
ギ
ノ
ア
ト
ヲ
ト
ハ
レ
ヌ
ミ
ナ
リ
セ
バ
ヒ
ト
リ
フ
セ
ヤ
ニ
シ
ヅ
ミ
ハ
テ
マ
シ
『
蒙
求
和
歌
』
は
、
中
国
唐
代
の
幼
学
書
『
蒙
求
』
か
ら
話
を
選
出
し
、
翻
訳
・
添
削
な
ど
の
手
を
加
え
て
説
話
文
を
作
り
、
そ
の
上
に
和
歌
を
つ
け
る
と
い
う
歌
物
語
の
性
格
を
も
つ
和
歌
集
で
あ
る
。
本
話
の
『
蒙
求
』
[ ２
]原
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
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董
永
自
賣
漢
書
。
董
永
少
失
母
、
養
父
。
家
貧
傭
力
。
至
農
月
、
以
小
車
推
父
、
置
田
頭
蔭
樹
下
、
而
營
農
作
。
及
父
死
、
遂
從
主
人
貸
錢
一
萬
送
父
。
許
約
賣
身
為
奴
。
遂
得
錢
葬
父
。
還
於
路
、
忽
遇
一
婦
人
。
姿
容
端
美
。
求
為
妻
。
永
作
妻
。
永
乃
倶
詣
主
人
。
令
永
妻
織
縑
、「
三
百
疋
放
汝
夫
。」
妻
乃
當
機
織
。
一
月
而
織
畢
。
主
人
深
怪
其
速
疾
、
遂
放
之
。
相
隨
至
舊
相
遇
處
、
辭
永
曰
、「
我
是
天
之
織
女
也
。
縁
見
君
至
孝
、
天
帝
令
助
君
償
錢
既
債
。」
言
訖
、
淩
空
而
去
也
。（
漢
書
に
い
ふ
。
董
永
少
く
し
て
母
を
失
ひ
、
父
を
養
ふ
。
家
貧
し
わ
か
く
て
傭
力
す
。
農
月
に
至
れ
ば
、
小
車
を
以
て
父
を
推
し
、
田
頭
の
蔭
樹
の
下
に
置
き
て
、
農
作
を
営
む
。
父
の
死
す
る
に
及
び
、
遂
に
主
人
従
り
銭
一
万
を
貸
り
て
父
を
送
ら
ん
と
よ
す
。
許
し
て
身
を
売
り
て
奴
と
為
ら
ん
こ
と
を
約
す
。
遂
に
銭
を
得
て
父
を
葬
る
。
還
り
て
路
に
於
い
て
、
忽
ち
一
婦
人
に
遇
ふ
。
姿
容
端
美
な
り
。
妻
と
為
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
永
妻
と
作
す
。
永
乃
ち
倶
に
主
人
に
詣
る
。
永
の
妻
を
し
て
縑
な
を
織
ら
し
め
、「
三
百
疋
に
し
て
汝
の
夫
を
放
さ
ん
」
と
。
妻
乃
ち
機
に
当
て
て
織
る
。
一
月
に
し
て
織
り
畢
る
。
主
人
を
は
深
く
其
の
速
疾
な
る
を
怪
し
む
も
、
遂
に
之
を
放
す
。
相
随
ひ
て
旧
の
相
遇
ひ
し
処
に
至
り
、
永
に
辞
し
て
曰
く
、「
我
も
と
は
是
れ
天
の
織
女
な
り
。
君
の
至
孝
を
見
る
に
縁
り
、
天
帝
よ
君
を
助
け
て
銭
を
償
は
し
債
を
既
へ
し
む
」
と
。
言
ひ
訖
は
を
り
、
空
を
凌
ぎ
て
去
る
な
り
。）
両
者
を
対
照
し
て
み
れ
ば
、『
蒙
求
和
歌
』は
お
お
む
ね『
蒙
求
』
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、『
蒙
求
』
に
は
な
い
「
ヒ
ト
リ
ノ
子
ヲ
ウ
ミ
テ
ケ
リ
、
仲
舒
ト
云
フ
」
と
い
う
一
文
が
見
ら
れ
る
。
董
永
と
天
女
と
の
間
に
仲
舒
と
い
う
子
が
生
ま
れ
た
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
董
仲
舒
は
前
漢
の
儒
学
者
で
、
広
川
（
現
在
の
河
北
省
景
県
）
の
人
で
あ
り
、
武
帝
に
進
言
し
て
儒
教
を
国
教
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
人
物
で
あ
る
。
『
史
記
』『
漢
書
』
に
は
伝
が
あ
る
が
、
そ
の
両
親
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
一
方
の
董
永
は
『
捜
神
記
』
に
よ
る
と
、
漢
の
千
乗
（
現
在
の
山
東
省
高
青
県
）
の
人
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
生
活
時
期
は
不
詳
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
董
永
と
董
仲
舒
と
の
父
子
説
、
特
に
董
仲
舒
は
董
永
と
天
女
と
の
子
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
ま
っ
た
く
の
で
っ
ち
上
げ
で
、
信
用
す
る
に
足
り
な
い
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、『
蒙
求
和
歌
』
に
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
記
述
が
入
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、董
永
故
事
の
変
遷
を
踏
ま
え
て
考
察
し
た
い
。
一
董
永
故
事
の
変
遷
『
蒙
求
和
歌
』
は
『
蒙
求
』
の
原
文
を
和
文
化
す
る
時
、
多
く
の
増
補
が
な
さ
れ
た
。そ
の
真
名
序
[ ３
]に「
訪
言
行
於
他
書
之
外
」
（
言
行
を
他
書
の
外
に
訪
ぬ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
増
補
し
た
内
容
の
多
く
は
、
様
々
な
漢
籍
か
ら
関
連
す
る
記
述
を
採
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
董
永
と
董
仲
舒
の
父
子
関
係
の
記
述
も
、
他
の
書
籍
か
ら
得
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
、
ま
ず
董
永
故
事
の
変
遷
を
ひ
と
と
お
り
整
理
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
六
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朝
以
前
、
唐
五
代
、
宋
代
以
降
の
三
期
に
分
け
て
考
察
し
て
み
た
い
。Ⅰ
．
六
朝
以
前
―
「
孝
感
」
董
永
故
事
の
最
も
早
い
流
布
は
後
漢
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
後
漢
晩
期
の
祠
堂
や
墓
壁
の
画
像
石
の
絵
か
ら
、
董
永
故
事
を
題
材
に
し
た
も
の
に
は
少
な
く
と
も
次
の
四
点
[ ４
]が
あ
る
。
図
中
に
刻
ま
れ
た
の
は
、
い
ず
れ
も
『
蒙
求
』
の
原
文
に
記
載
さ
れ
る
「
農
月
に
至
れ
ば
、
小
車
を
以
て
父
を
推
し
、
田
頭
の
蔭
樹
の
下
に
置
き
て
、
農
作
を
営
む
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
図 １
山 東 嘉 祥 武 梁 祠 後 壁 ・ 董 永 侍 父
図 ２
山 東 泰 安 大 汶 口 墓 前 室 北 壁 橫 額 東 段
画 像
図 ３
四 川 渠 県 蒲 家 湾 無 名 闕
董 永 侍 父
図 ４
四 川 楽 山 柿 子 崖 墓
董 永 侍 父
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図
１
と
図
２
に
は
図
の
上
部
に
空
中
を
飛
ぶ
天
女
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
天
帝
が
董
永
の
孝
行
に
感
動
し
て
遣
わ
し
、
董
永
の
た
め
に
機
を
織
っ
た
天
女
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
画
像
石
は
、
遠
く
千
里
も
離
れ
た
山
東
と
四
川
で
発
見
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
董
永
故
事
は
遅
く
と
も
後
漢
晩
期
に
は
す
で
に
広
く
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
曹
植
の
「
霊
芝
篇
」
[ ５
]に
、
董
永
遭
家
貧
董
永
家
の
貧
し
き
に
遭
ひ
父
老
財
無
遺
父
老
い
て
財
遺
る
無
し
擧
假
以
供
養
挙
仮
し
て
以
て
供
養
し
傭
作
致
甘
肥
傭
作
し
て
甘
肥
を
致
す
責
家
塡
門
至
責
家
門
を
填
め
て
至
り
う
づ
不
知
何
用
歸
何
を
用
て
帰
ら
し
む
る
か
を
知
ら
ず
も
っ
天
靈
感
至
德
天
霊
至
徳
に
感
じ
神
女
為
秉
機
神
女
為
に
機
を
秉
る
と
あ
る
の
も
、
画
像
石
の
絵
の
内
容
と
合
致
す
る
。
六
朝
期
に
な
る
と
、
董
永
故
事
に
は
更
に
「
売
身
葬
父
」（
身
を
売
り
て
父
を
葬
る
）
と
い
う
、
そ
の
突
出
し
た
親
孝
行
さ
を
表
現
す
る
新
た
な
内
容
が
加
わ
る
。
干
宝
『
捜
神
記
』
[ ６
]巻
一
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
漢
董
永
、
千
乘
人
。
少
偏
孤
、
與
父
居
。
肆
力
田
畝
、
鹿
車
載
自
隨
。
父
亡
、
無
以
葬
。
乃
自
賣
為
奴
、
以
供
喪
事
。
主
人
知
其
賢
、
與
錢
一
萬
、
遣
之
。
永
行
三
年
喪
畢
、
欲
還
主
人
、
供
其
奴
職
。
道
逢
一
婦
人
。
曰
、「
願
為
子
妻
。」
遂
與
之
倶
。
主
人
謂
永
曰
、「
以
錢
與
君
矣
。」
永
曰
、「
蒙
君
之
惠
、父
喪
收
藏
。永
雖
小
人
、必
欲
服
勤
致
力
、以
報
厚
德
。」
主
曰
、「
婦
人
何
能
。」
永
曰
、「
能
織
。」
主
曰
、「
必
爾
者
。
但
令
君
婦
為
我
織
縑
百
疋
。」
於
是
永
妻
為
主
人
家
織
、
十
日
而
畢
。
女
出
門
、
謂
永
曰
、「
我
天
之
織
女
也
。
縁
君
至
孝
、
天
帝
令
我
助
君
償
債
耳
。」
語
畢
、
淩
空
而
去
、
不
知
所
在
。
（
漢
の
董
永
は
、
千
乗
の
人
な
り
。
少
く
し
て
偏
孤
に
し
て
、
父
と
居
る
。田
畝
に
肆
力
し
、鹿
車
も
て
載
せ
て
自
ら
随
ふ
。
父
亡
に
、
以
て
葬
る
無
し
。
乃
ち
自
ら
売
り
て
奴
と
為
り
、
し
以
て
喪
事
に
供
ふ
。
主
人
其
の
賢
な
る
を
知
り
、
銭
一
万
を
与
へ
、
之
を
遣
る
。
永
三
年
の
喪
を
行
ひ
て
畢
り
、
主
人
を
は
に
還
り
、
其
の
奴
職
に
供
せ
ん
と
欲
す
。
道
に
一
婦
人
に
逢
ふ
。
曰
く
、「
願
は
く
は
子
の
妻
と
為
ら
ん
」
と
。
遂
に
之
と
倶
に
す
。
主
人
永
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
銭
を
以
て
君
に
与
へ
ん
」
と
。
永
曰
く
、「
君
の
恵
み
を
蒙
り
、
父
の
喪
収
蔵
す
。
永
小
人
と
雖
も
、
必
ず
勤
め
に
服
し
力
を
致
し
、
以
て
厚
徳
に
報
ぜ
ん
と
欲
す
」
と
。
主
曰
く
、「
婦
人
何
を
能
く
す
る
か
」
と
。
永
曰
く
、「
能
く
織
る
」
と
。
主
曰
、「
必
ず
爾
る
者
な
り
。
但
だ
君
の
婦
を
し
て
我
の
為
に
縑
百
疋
を
織
ら
し
め
ん
」
と
。
是
に
於
い
て
永
の
妻
主
人
が
家
の
為
に
織
り
、
十
日
に
し
て
畢
る
。女
門
を
出
で
、永
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
我
天
の
織
女
な
り
。
君
の
至
孝
に
縁
り
、
天
帝
我
を
し
て
君
よ
- 39 -
を
助
け
て
債
を
償
は
し
む
る
の
み
」
と
。
語
り
畢
り
、
空
を
凌
ぎ
て
去
り
、
在
る
所
を
知
ら
ず
。）
こ
こ
に
お
い
て
、
董
永
故
事
の
「
孝
感
」
と
い
う
主
題
は
完
全
に
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
敦
煌
文
書
の
句
道
興
本
『
捜
神
記
』
に
も
董
永
故
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
干
宝
『
捜
神
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
文
末
に
「
前
漢
の
人
な
り
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
ま
た
出
典
を
「
劉
向
孝
子
図
」
と
し
て
い
る
。
前
漢
の
人
で
あ
る
劉
向
が
「
前
漢
」
と
言
う
は
ず
が
な
い
し
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
「
孝
子
伝
」
に
関
連
す
る
書
籍
が
六
種
類
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
劉
向
の
作
と
さ
れ
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
敦
煌
文
書
[ ７
]
を
中
心
に
、「
孝
子
伝
」
を
出
典
と
す
る
類
書
に
よ
る
董
永
故
事
へ
の
引
用
が
多
数
見
ら
れ
る
が
、劉
向
の
作
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
句
道
興
本
『
捜
神
記
』
に
あ
る
董
永
故
事
は
、
実
は
『
隋
書
』
経
籍
志
に
収
録
さ
れ
て
い
る
六
朝
期
に
で
き
あ
が
っ
た
ど
れ
か
の
『
孝
子
伝
』か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
Ⅱ
．
唐
五
代
―
「
孝
感
」
＋
「
尋
母
」
唐
代
以
降
、
董
永
故
事
は
俗
文
学
の
域
に
も
進
出
し
た
。
敦
煌
変
文
の
中
に
「
董
永
変
文
」
[ ８
]と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
が
現
存
す
る
。
も
と
も
と
散
文
の
台
詞
も
挟
ん
で
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
現
在
一
三
四
句
の
韻
文
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
内
容
的
に
は
整
っ
て
い
る
。
そ
の
前
半
は
董
永
の
「
孝
感
」
の
話
で
、
お
お
む
ね
『
捜
神
記
』
な
ど
を
踏
襲
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
そ
の
後
半
部
分
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
娘
子
便
即
承
雲
去
娘
子
便
即
ち
雲
に
乗
り
て
去
り
（
乗
）
す
な
は
臨
別
分
付
小
兒
郎
別
れ
に
臨
み
て
小
児
郎
に
分
付
す
但
言
好
看
小
孩
子
但
だ
言
ふ
好
く
小
孩
子
を
看
ん
と
共
永
相
別
涙
千
行
永
と
共
に
相
別
れ
て
涙
千
行
た
り
董
仲
長
年
到
七
歳
董
仲
年
を
長
じ
て
七
歳
に
到
り
街
頭
由
喜
道
邊
旁
街
頭
道
の
辺
旁
に
遊
戯
す
（
遊
戯
）
…
…
董
永
放
兒
覓
母
去
董
永
児
を
放
ち
て
母
を
覓
め
て
去
ら
し
め
往
行
直
至
孫
賓
傍
往
行
し
て
直
に
孫
賓
の
傍
に
至
る
夫
子
將
身
來
誓
掛
夫
子
身
を
将
て
来
た
り
て
筮
卦
す
（
筮
卦
）
も
つ
此
人
多
應
覓
阿
孃
此
の
人
多
く
応
に
阿
孃
を
覓
む
べ
し
と
…
…
此
者
便
是
董
仲
母
此
の
者
便
ち
是
れ
董
仲
の
母
な
り
こ
こ
に
董
永
と
天
女
の
間
に
生
ま
れ
た
董
仲
と
い
う
子
が
登
場
す
る
。
天
女
は
董
仲
を
産
ん
だ
後
、
子
を
董
永
に
預
け
て
天
界
に
戻
っ
た
。
董
仲
は
七
歳
に
な
る
と
、
母
を
尋
ね
る
旅
に
出
る
が
、
占
い
師
の
孫
賓
の
助
け
で
母
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
「
董
永
変
文
」
で
は
、
董
永
「
孝
感
」
の
話
以
外
に
、
董
仲
「
尋
母
」（
母
を
尋
ね
る
）
の
話
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
尋
母
」
の
部
分
が
句
道
興
本
『
捜
神
記
』「
田
崑
崙
」
の
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話
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。「
田
崑
崙
」
の
話
で
は
、
母
を
探
す
子
の
名
は
「
田
章
」
で
、
彼
を
助
け
る
占
い
師
の
名
は
「
董
仲
」
で
あ
る
。
「
董
永
変
文
」
は
こ
の
話
を
翻
案
し
て
、
子
の
名
を
「
田
章
」
か
ら
「
董
仲
」
に
、
占
い
師
の
名
を
「
孫
賓
」
と
し
て
い
る
。
「
董
永
変
文
」
が
董
永
故
事
の
変
遷
の
過
程
で
持
つ
重
要
な
意
味
は
、
六
朝
以
前
の
「
孝
感
」
と
い
う
主
題
以
外
に
、
新
た
に
「
尋
母
」
と
い
う
主
題
を
加
え
た
こ
と
に
あ
る
。
←
董
永
←
子
ど
も
←
董
永
の
父
天
女
→
図１
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
「
董
永
変
文
」
に
子
ど
も
の
話
が
加
え
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
伏
線
は
前
述
し
た
漢
代
の
画
像
石
の
中
に
す
で
に
見
ら
れ
る
。
山
東
嘉
祥
武
梁
祠
後
壁
画
像
（
図
１
）
の
右
下
に
、
董
永
の
父
が
座
る
小
車
の
後
方
に
木
が
あ
り
、
木
の
右
側
に
よ
じ
登
ろ
う
と
す
る
子
ど
も
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
し
、
図
中
の
子
ど
も
が
董
永
と
天
女
と
の
間
の
子
な
ら
、
こ
の
子
が
木
に
登
ろ
う
と
す
る
目
的
は
、
天
へ
昇
る
母
を
追
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
現
存
す
る
文
献
資
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
割
と
早
い
時
期
か
ら
す
で
に
董
永
と
天
女
と
の
間
に
子
ど
も
が
い
る
と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
「
董
永
変
文
」
の
内
容
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
Ⅲ
．
宋
代
以
降
―
「
孝
感
」
＋
「
出
世
」
＋
「
尋
母
」
宋
代
以
降
、
董
永
故
事
は
白
話
小
説
・
戯
曲
な
ど
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
宋
代
に
は
話
本
小
説
「
董
永
遇
仙
伝
」、
元
代
以
降
は
お
も
に
戯
曲
作
品
、
例
え
ば
『
織
錦
記
』
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
的
長
編
の
作
品
で
は
、
内
容
が
よ
り
豊
か
に
語
ら
れ
、
人
物
像
も
よ
り
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
最
も
注
目
す
べ
き
は
「
孝
感
」・「
尋
母
」
と
い
う
従
来
の
主
題
以
外
に
、
孝
を
重
視
す
る
皇
帝
が
董
永
の
「
孝
感
」
の
事
跡
を
大
々
的
に
褒
賞
し
官
爵
を
与
え
た
と
い
う
董
永
「
出
世
」
の
話
が
加
え
ら
れ
、
官
爵
を
得
て
出
世
し
た
董
永
は
、
以
前
雇
わ
れ
て
い
た
金
持
ち
の
家
の
娘
と
再
婚
し
、幸
せ
な
生
活
を
送
っ
た
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
出
世
」
と
い
う
主
題
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
俗
文
学
と
し
て
の
民
衆
的
美
意
識
や
倫
理
観
を
取
り
入
れ
た
面
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
敦
煌
文
書
Ｐ
二
六
二
一
『
事
森
』
[ ９
]に
引
く
『
孝
子
伝
』
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に
は
「
天
子
徴
永
、
拜
為
御
史
大
夫
」（
天
子
永
を
徴
し
、
拝
し
て
御
史
大
夫
と
為
す
）
と
い
う
一
文
が
あ
り
、
こ
れ
は
董
永
「
出
世
」
の
最
も
早
い
記
述
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
後
、
董
永
故
事
は
内
容
上
の
大
き
な
増
補
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
一
部
分
を
取
り
上
げ
て
加
工
・
改
編
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
る
。
例
え
ば
、
黄
梅
戯
の
『
天
仙
配
』
は
そ
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。『
天
仙
配
』
は
董
永
と
天
女
と
の
愛
に
着
目
し
、
人
間
と
仙
人
と
の
波
瀾
に
富
ん
だ
恋
愛
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
二
「
董
仲
」
か
ら
「
董
仲
舒
」
へ
こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
董
永
の
子
は
「
董
永
変
文
」
で
は
「
董
仲
」
と
い
う
名
で
初
め
て
登
場
し
、
宋
代
の
話
本
「
董
永
遇
仙
記
」
で
は
「
董
仲
舒
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
に
は
一
文
字
の
差
し
か
な
い
の
で
、
ま
ず
誤
写
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
実
は
、
敦
煌
文
書
に
は
両
者
の
誤
用
例
が
見
ら
れ
る
。
．「
董
仲
」
を
「
董
仲
舒
」
と
誤
写
す
る
例
a
敦
煌
文
書
Ｐ
二
七
四
八『
古
賢
集
』
[
]に
は
次
の
詩
句
が
あ
る
。
10
董
仲
書
符
去
百
惡
董
仲
符
を
書
き
て
百
悪
を
去
り
孫
賓
善
卜
避
妖
邪
孫
賓
卜
を
善
く
し
て
妖
邪
を
避
く
同
じ
詩
句
は
敦
煌
文
書
Ｐ
三
九
二
九
『
古
賢
集
』
[
]に
も
収
め
11
ら
れ
て
い
る
。
董
仲
舒
符
去
百
惡
董
仲
舒
の
符
百
悪
を
去
り
孫
賓
善
卜
避
妖
邪
孫
賓
卜
を
善
く
し
て
妖
邪
を
避
く
前
記
の
句
道
興
本『
捜
神
記
』「
田
崑
崙
」お
よ
び「
董
永
変
文
」
の
話
に
よ
る
と
、「
董
仲
」
と
「
孫
賓
」
は
い
ず
れ
も
魔
よ
け
や
占
い
に
長
ず
る
占
い
師
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
二
句
は
明
ら
か
に
「
董
仲
/ 書
符
/ 去
/ 百
悪
、
孫
賓
/ 善
卜
/ 避
/ 妖
邪
」
と
整
然
た
る
対
句
の
形
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
Ｐ
二
七
四
八
本
の
表
記
の
ほ
う
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。な
お
、「
書
」と「
舒
」
は
と
も
に
「
傷
魚
切
」
の
同
音
字
な
の
で
、
聞
き
取
っ
て
伝
写
す
る
際
に
間
違
い
が
生
じ
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
．「
董
仲
舒
」
を
「
董
仲
」
と
誤
写
す
る
例
b敦煌
文
書
Ｐ
二
五
二
四
『
語
対
』
[
]「
懷
蛟
」
條
に
は
、
12
董
仲
作
『
春
秋
繁
露
』、
夢
懷
蛟
。（
董
仲
『
春
秋
繁
露
』
を
作
り
、
蛟
を
懐
く
を
夢
む
。）
と
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
董
仲
」
は
明
ら
か
に
「
董
仲
舒
」
の
誤
写
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
唐
代
で
は
「
董
仲
」
と
「
董
仲
舒
」
を
混
同
す
る
傾
向
が
現
れ
て
い
た
。『
琱
玉
集
』
巻
十
二
「
鑒
識
篇
」
[
]に
は
、
13
董
仲
、
姓
董
、
字
仲
舒
、
前
漢
廣
川
人
也
。
居
室
讀
書
、
忽
有
一
客
來
見
仲
舒
。
客
曰
、「
天
將
欲
雨
。」
舒
答
曰
、「
巣
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居
知
風
、
穴
居
知
雨
。
卿
非
狐
狸
則
是
其
甥
舅
耳
。」
客
聞
此
語
、色
動
形
戰
、即
化
為
老
狸
而
走
也
。出
前
漢
書
。（
董
仲
、
姓
は
董
、
字
は
仲
舒
、
前
漢
の
広
川
の
人
な
り
。
室
に
居
り
て
書
を
読
む
に
、
忽
ち
一
客
有
り
来
た
り
て
仲
舒
を
見
る
。
客
曰
く
、「
天
将
に
雨
ら
ん
と
欲
す
べ
し
」
と
。
舒
答
へ
て
曰
く
、「
巣
居
す
る
は
風
を
知
り
、
穴
居
す
る
は
雨
を
知
る
。
卿
狐
狸
に
非
ざ
ら
ば
則
ち
是
れ
其
の
甥
舅
な
る
の
み
」
と
。
客
此
の
語
を
聞
き
、
色
は
動
じ
形
は
戦
き
、
即
ち
化
し
て
老
狸
と
為
り
て
走
る
な
り
。
前
漢
書
に
出
づ
。）
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
董
仲
」
と
「
董
仲
舒
」
は
同
一
人
物
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
董
永
変
文
」
に
登
場
し
た
董
永
の
子
「
董
仲
」
が
「
董
仲
舒
」
に
変
わ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
つ
い
に
五
代
前
蜀
の
杜
光
庭
『
録
異
記
』
[
]14
巻
八
に
は
、
蔡
州
西
北
百
里
平
輿
縣
界
有
仙
女
墓
。
即
董
仲
舒
為
母
追
葬
衣
冠
之
所
。
傳
云
、
董
永
初
居
玄
山
、
仲
舒
既
長
、
追
思
其
母
、
因
築
墓
焉
。
秦
宗
權
時
、
或
云
、
仲
舒
母
是
天
女
、
人
間
無
墓
、
恐
是
仲
舒
藏
神
符
靈
藥
及
陰
陽
秘
訣
於
此
。
宗
權
命
裨
將
領
卒
百
餘
人
往
發
掘
之
。
即
時
注
雨
、
六
旬
不
止
、
竟
施
工
不
得
。
是
、
淮
西
妨
農
、
因
致
大
飢
焉
。（
蔡
州
の
西
北
百
里
の
平
輿
県
界
に
仙
女
の
墓
有
り
。
即
ち
董
仲
舒
の
母
の
為
に
衣
冠
を
追
葬
す
る
の
所
な
り
。
伝
へ
て
云
ふ
、
董
永
初
め
玄
山
に
居
り
、
仲
舒
既
に
長
じ
、
其
の
母
を
追
思
し
、
因
り
て
墓
を
焉
に
築
く
と
。秦
宗
権
の
時
、或
る
ひ
と
云
ふ
、
こ
こ
仲
舒
の
母
は
是
れ
天
女
な
り
、
人
間
に
墓
無
く
、
恐
ら
く
是
れ
仲
舒
の
神
符
霊
薬
及
び
陰
陽
秘
訣
を
此
に
蔵
す
る
な
ら
ん
と
。
宗
権
裨
将
に
命
じ
て
卒
百
余
人
を
領
し
て
往
き
て
之
を
発
掘
せ
し
む
。即
時
に
し
て
注
雨
し
、六
旬
な
る
も
止
ま
ず
、
竟
に
施
工
す
る
も
得
ず
。
是
れ
、
淮
西
農
を
妨
げ
、
因
り
て
大
飢
に
致
す
な
り
。）
と
、初
め
て
董
永
と
董
仲
舒
の
父
子
関
係
が
明
記
さ
れ
た
。以
降
、
『
録
異
記
』
の
こ
の
説
は
、「
董
永
遇
仙
記
」
な
ど
の
後
世
の
董
永
譚
に
踏
襲
さ
れ
て
い
く
。
董
永
と
董
仲
舒
と
の
父
子
関
係
の
成
立
は
、
右
記
の
文
字
上
の
関
連
と
い
う
外
的
要
因
以
外
に
も
、
何
ら
か
の
内
的
な
関
連
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
董
永
「
孝
感
」
の
話
が
漢
代
に
成
立
し
た
背
景
に
、
董
仲
舒
が
提
唱
し
た
天
人
相
関
説
が
影
響
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
董
仲
舒
は
董
永
と
そ
の
孝
行
に
感
動
し
た
天
が
遣
わ
し
た
天
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
、
と
い
う
の
も
全
く
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
も
な
か
ろ
う
。
お
わ
り
に
最
後
に
、本
文
最
初
に
提
起
し
た
、『
蒙
求
和
歌
』に
は
な
ぜ「
ヒ
ト
リ
ノ
子
ヲ
ウ
ミ
テ
ケ
リ
、
仲
舒
ト
云
フ
」
と
い
う
記
述
が
入
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
戻
ろ
う
。
『
蒙
求
和
歌
』
片
仮
名
本
の
序
文
は
土
御
門
天
皇
元
久
元
（
一
- 43 -
二
〇
四
）
年
に
書
か
れ
た
。
そ
れ
は
中
国
の
南
宋
寧
宗
嘉
泰
四
年
に
当
た
る
。
こ
の
時
、
話
本
小
説
「
董
永
遇
仙
記
」
は
成
立
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
果
た
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
し
、「
董
永
遇
仙
記
」
[
]で
は
、
15
天
宮
織
女
自
與
董
永
別
後
、
不
覺
十
月
滿
足
、
生
下
一
子
。
已
得
一
月
、
取
名
叫
做
董
仲
舒
。
遂
自
送
下
界
來
、
與
董
永
撫
養
。（
天
宮
の
織
女
董
永
と
別
れ
し
後
自
り
、
覚
え
ず
し
よ
て
十
月
満
足
し
、
一
子
を
生
み
下
す
。
已
に
一
月
を
得
、
名
を
取
り
て
叫
び
て
董
仲
舒
と
做
す
。
遂
に
自
ら
下
界
に
送
り
よ
な
て
来
た
り
、
董
永
に
与
へ
て
撫
養
せ
し
む
。）
と
、
天
女
は
天
界
に
戻
っ
た
後
、
董
仲
舒
を
生
み
、
下
界
の
董
永
に
子
を
托
す
と
な
っ
て
い
る
が
、『
蒙
求
和
歌
』
で
は
天
女
は
天
界
に
戻
る
前
に
董
仲
舒
を
生
ん
で
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、『
蒙
求
和
歌
』
は
「
董
永
変
文
」
の
「
娘
子
便
即
ち
雲
に
乗
り
て
去
り
、
す
な
は
別
れ
に
臨
み
て
小
児
郎
に
分
付
す
、
但
だ
言
ふ
好
く
小
孩
子
を
看
ん
と
。」
と
い
う
記
述
と
共
通
す
る
。
ま
た
、『
蒙
求
』
原
文
に
「
言
ひ
訖
は
り
、
空
を
凌
ぎ
て
去
る
な
り
」
と
簡
単
に
述
べ
ら
れ
た
天
女
と
董
永
の
別
れ
場
面
は
、『
蒙
求
和
歌
』
で
は
「
ナ
ク
ナ
ク
ワ
カ
レ
サ
リ
ニ
ケ
リ
」
と
涙
な
が
ら
の
別
れ
へ
と
脚
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。こ
の
部
分
も
「
董
永
変
文
」
の
「
永
と
共
に
相
別
れ
て
涙
千
行
た
り
」
と
い
う
描
写
と
符
合
す
る
。こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
董
永
遇
仙
記
」よ
り「
董
永
変
文
」
の
ほ
う
が
『
蒙
求
和
歌
』
が
基
づ
い
た
「
他
書
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
以
下
の
二
点
に
つ
い
て
更
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
目
は
「
董
永
変
文
」
で
は
子
ど
も
の
名
が
「
董
仲
」
で
あ
っ
て
「
董
仲
舒
」
で
は
な
い
と
い
う
点
、
二
つ
目
は
「
董
永
変
文
」
が
当
時
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
点
目
に
関
し
て
は
、
何
と
か
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
ず
誤
写
の
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え
誤
写
で
な
い
と
し
て
も
、
前
述
の
『
琱
玉
集
』
は
当
時
す
で
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
お
り
（『
日
本
国
現
在
書
目
録
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
）、
そ
の
中
で
董
仲
と
董
仲
舒
は
同
一
人
物
と
見
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
見
方
も
す
で
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、『
蒙
求
和
歌
』
の
作
者
源
光
行
も
こ
れ
を
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
二
点
目
は
関
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
証
が
な
い
。
現
段
階
に
お
い
て
は
『
蒙
求
和
歌
』
の
「
ヒ
ト
リ
ノ
子
ヲ
ウ
ミ
テ
ケ
リ
、
仲
舒
ト
云
フ
」
と
い
う
記
述
は
、「
董
永
変
文
」
や
『
琱
玉
集
』
な
ど
の
漢
籍
か
ら
取
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
が
、
そ
れ
を
確
定
す
る
に
は
新
し
い
資
料
の
発
見
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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